
（４）基本目標４　仕事と子育ての両立を支援する施策の充実

【網 掛 け】　 重点施策

【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 ※再掲事業は予算額・決算額非表示

４－（１）　多様な働き方の実現及び男性を含めた働き方の見直し （単位：千円） 　
平成２４年度末 平成２４年度の事業実績

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 年度 進捗状況 予算額 決算額
H22 Ａ 52 51

H23 Ａ 52 50

H24 Ａ 50 0

H25 50

H26

計 204 101

 

H22 Ａ 30 30

H23 Ａ 15 27

H24 Ａ 15 15

H25 15

H26

計 75 72

 

H22 Ｂ 10 －

H23 Ｂ 10 －

H24 Ｂ 10 11

H25 10

H26

計 40 11

 

H22 Ｂ ― ―

H23 Ｂ ― ―

H24 Ｂ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ａ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― 0

H25 ―

H26

計 0 0

 

Ｂ

特定事業主行動計画について、課長級に昇任した職
員を対象に説明会を実施し、職員の仕事と子育ての
両立支援に関する意識啓発を行った。

Ｂ

提供箇所数
１５箇所

所　管　課

雇用支援課

後期計画期間の事業実績
既存統計データ 平成２５年度の方向性

雇用支援課

男女共同参
画課

こども政策
課
（H24年度まで：

子育て支援課）

H22：セミナー1回　参加者数26名
H23：セミナー1回　参加者数24名
H24：セミナー1回　参加者数32名

職員課

H22　次世代育成支援セミナーと労
働法セミナーを開催　参加者57名
H23　両立支援セミナー　24名　労
働学院　40名
H24　仕事と家庭の両立を推進する
ためのセミナー　参加者　32名

引き続き労使双方を対象に実施し
ていく。

セミナーやＨＰ等を通じてワーク・ラ
イフ・バランスを推進・啓発していく。
セミナーについては、事業主や企業
の人事労務担当者に限らず、興味
を持つ一般の方も参加できるように
して幅広く周知する。

H22：研修１回（8/3）　参加人数37人
H23：研修1回（8/2）　参加人数18人
H24：研修1回（7/18）　参加人数17
人

職員の仕事と子育ての両立支援に
ついて、引き続き管理監督者への
意識啓発を図るとともに、全職員に
対しても周知し、理解を図っていく。

Ａ

労使双方へあらゆる機会を通じて
啓発活動に努める。

・株式会社埼玉りそな銀行との共催により、事業主や
人事労務担当者等のほか、興味のある方をを対象
に、多様な働き方のできる雇用や職場環境づくりにつ
いての「仕事と家庭の両立を推進するためのセミ
ナー」を実施した。「子育て世代の働き方」についての
講演と、「次世代育成支援対策推進法について」の説
明を行った。

№ 事　　業　　名 目標

1 一般事業主連絡会において仕事と家庭の両立を推進
するためのセミナーを行った。「子育て世代の働き方」
「次世代育成支援対策推進法について」

H22：１５箇所にて配布
H23：１５箇所にて配布
H24：１５箇所にて配布

Ａ

ハローワーク川越求人情報を本庁、出張所、南連絡
所、サンライフ川越で配布し、市ホームページに掲載
し毎週更新して提供した。

2

ワークライフバランスの
推進・啓発

拡充

継続

Ａ

・H25年1月に企業啓発研修：「子育て世代の働き方」
を雇用支援課及び子育て支援課と共催し、事業主や
人事労務担当者に対し次世代支援育成に関するセミ
ナーを行うことができた。
・H25年2月に男女共同参画職員研修：「仕事と家庭の
調和の実践について」を職員課と共催し、職員に対し
て男女共同参画意識を高めるための講演会を行っ
た。

ハローワーク求人情報
の提供

目標事業量

セミナー年２
回

就業規則等で
育児休業制度
を規定してい

る割合
70%

H22
・企業啓発研修参加者 10社
・職員研修参加者　　　81名
H23
・企業啓発研修参加者 11社
・職員研修参加者　　　86名
Ｈ24
・企業啓発研修参加者 8社
・職員研修参加者　　　78名

引き続き最新の求人情報を提供し
ていく。
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H22 Ａ 2,140 2,130

H23 Ａ 2,256 2,276

H24 Ａ 2,738 2,008

H25 4,080

H26

計 11,214 6,414

 

4 H22 Ａ 936 715

H23 Ａ 950 764

H24 Ａ 1,711 1,503

H25 2,500

H26

計 6,097 2,982

 

5 H22 Ａ 400 296

H23 Ａ 400 347

H24 Ａ 368 304

H25 330

H26

計 1,498 947

 

6 H22 Ｄ ― ―

H23 Ｄ ― ―

H24 Ａ 0 3,690

H25 ―

H26

計 0 3,690

 

7 H22 Ａ 192 180

H23 Ａ 192 192

H24 Ａ 120 120

H25 120

H26

計 624 492

 

・H22　3回実施　参加求職者456人
・H23　3回実施　参加求職者431人
・H24　3回実施　参加求職者444人

雇用支援課

労働相談

労働基本調査

就労支援事業

就職面接会

Ａ

ハローワーク、近隣市町と共催で若者就職面接会、障
害者就職面接会を実施した。

Ａ

Ａ

継続

継続

継続

継続

講座開催
年１２回

開催数
年２回

開催数
年１２回

川越しごと支援センターにおいて、就職活動に役立つ
基本的な知識や応募書類・面接などの実践や、就労
に必要なスキルを身につけるセミナーを開催した。

・再就職支援セミナーI、II
・中高年のための就職セミナー
・就職力アップセミナー
・パソコンスキルアップセミナー
・介護の仕事入門講座
・ブランチ・ジョブナビセミナー
・保護者のための「わが子」の自立支援セミナー
・中高年就職支援セミナー

相談件数
年２００件

雇用支援課

雇用支援課

ハローワーク川越等と連携して引き
続き実施する。

雇用支援課

雇用支援課

・H22 6事業28回 延べ受講者245人
・H23 8事業29回 延べ受講者367人
・H24 9事業38回 延べ受講者669人

川越市内の事業所の雇用・労働状況を把握するため
調査を実施した。（4年に１回実施）

勤労者、事業主双方を対象として社会保険労務士に
よる労働相談を実施した。

Ａ

Ａ

10月に川越しごと支援センターを開所し、ハローワー
ク川越の職業相談・職業紹介およびしごと相談員によ
るしごと相談、県キャリアセンターブランチ・ジョブナビ
ゲーションのキャリアカウンセリング・心理カウンセリン
グを実施し、広く相談に応じられる体制とした。

H22
・しごと相談 80件
・団塊世代第2ステージ相談 9件
・キャリア・心理カウンセリング176件
H23
・しごと相談　115件
・団塊世代第2ステージ相談　6件
・キャリア・心理カウンセリング216件
H24
・川越しごと支援センター利用者
延4,345人
・しごと相談　254件
・キャリア・心理カウンセリング209件

3 求職相談 継続 しごと支援センターの周知を図ると
ともに、しごと相談員を増員し、より
多くの相談に応じられるようにする。

川越しごと支援センターにおいて、
就職活動に関するセミナー（月2回
以上）や就職後に必要なスキルを
身につけるセミナーを開催する。

市内の就業員数５名以上の２０００
事業所を抽出して調査を実施した。

・H22 開催回数 17回 相談14件
・H23 開催回数 18回 相談6件
・H24 開催回数 12回 相談6件

４年に１度の調査のため実施しな
い。

労使双方に労働問題について気軽
に専門家に相談できる場を提供し、
さらにＰＲを図っていく。
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8 一般事業主との連絡会 拡充 H22 Ｂ ― ―

H23 Ｂ ― ―

H24 Ｂ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

9 女性の就労支援事業 継続 H22 Ａ 8,096 7,698

H23 Ａ 8,093 7,471

H24 Ａ 7,292 7,086

H25 7,297

H26

計 30,778 22,255

 

10 特定事業主行動計画 新規 H22 Ｂ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

11 新規 H22 Ａ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

12 新規 H22 Ａ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

こども安全
課
（H24年度まで：
子育て支援課）

こども安全
課
（H24年度まで：
子育て支援課）

引き続き、託児付き講座等の開催、
就労相談の実施により、就労面か
ら母子家庭の自立を支援していく。

職員課

H22：参加企業数10社　参加者数26
名
H23：参加企業数11社　参加者数24
名
H24：参加企業数8社　 参加者数32
名

参加者が尐ないため、企業の規模
に関わらず、多くの企業が参加して
いただけるように幅広く周知する。

H22 受講者数　述べ2,401名
H23 受講者数　述べ1,903名
H24 受講者数  述べ1,535名

引き続き、女性のニーズに応じた就
学支援や、社会の動きに対応でき
る資格支援に努める。

参加企業数
年５０社

延べ利用者
数

３００人／年

母子家庭等就業・自立
支援センター事業
（６－（２）－８に掲載）

Ｂ

・株式会社埼玉りそな銀行との共催により、事業主や
人事労務担当者等のほか、興味のある方をを対象
に、多様な働き方のできる雇用や職場環境づくりにつ
いての「仕事と家庭の両立を推進するためのセミ
ナー」を実施した。「子育て世代の働き方」についての
講演と、「次世代育成支援対策推進法について」の説
明を行った。

母子自立支援プログラ
ム策定事業
（６－（２）－１１に掲載） プログラム策

定件数
４０件／年

こども政策
課
（H24年度まで：
子育て支援課）

女性会館

Ａ

女性の就労支援や資格取得を目標とした講座を実施
する。
・宅建基礎講座　２３回　延べ４２３名
・日商簿記３級講座　２０回　延べ３０２名
・医療事務講座　２０回　延べ３２２名
・介護事務講座　１３回　延べ３０８名
・調剤事務講座　　８回　延べ７８名
・FP技能士３級講座　４回１０２名

Ａ

行動計画について引き続き職員に
周知し、職員が仕事と子育てを両立
しやすい職場環境の整備に努め
る。

H22：出産補助休暇96.3％・育児参
加休暇59.3％・年休(1人当たり）14.1
日
H23：出産補助休暇93.6％・育児参
加休暇57.4％・年休(1人当たり）14.5
日。育児休暇を取得した男性職員
の体験談を周知した。
H24：現時点では未集計

特定事業主行動計画の後期計画「次世代育成支援の
プログラムⅡ～仕事と子育ての両立支援～」の実施
状況を全所属へ通知し、その中で育児参加休暇等を
取得した男性職員の声を紹介するなど制度周知を
行った。また、全職員へ休暇等ハンドブックを配布し
た。

Ａ

託児付きの就労支援セミナーやパソコン講座を開催
することにより、就労面から母子家庭の自立を支援し
た。また、併せて就労に関する相談を受け付けた。
セミナー　　　　　１５人
パソコン講座　２２人
就労相談　　２８７人

Ｈ２２　プログラム策定件数　３９件
Ｈ２３　プログラム策定件数　４０件
Ｈ２４　プログラム策定件数　１５件

引き続き、児童扶養手当受給者の
自立を支援するために自立支援プ
ログラムを策定し、継続的な就労支
援を行っていく。Ａ

児童扶養手当受給者を対象に、自立を促進するため
の自立支援プログラムを策定し、きめ細やかで継続的
な就労支援を行った。
プログラム策定件数　１５件

　　　セミナー　パソコン講座　就労相談
Ｈ２２　 １３人  　　 ２４人　　　 ３２３人
Ｈ２３　 　８人    　 ２３人　　　 ３１９人
Ｈ２４　 １５人       ２２人　　　 ２８７人
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【網 掛 け】　 重点施策

 【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 ※再掲事業は予算額・決算額非表示

４－（２）　仕事と子育ての両立の推進 （単位：千円）
平成２４年度末 平成２４年度の事業実績

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 年度 進捗状況 予算額 決算額

H22 Ｂ 再掲 再掲

H23 Ｂ 再掲 再掲

H24 Ｂ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

H22 Ａ 再掲 再掲

H23 Ａ 再掲 再掲

H24 Ａ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

H22 Ｃ 再掲 再掲

H23 Ｃ 再掲 再掲

H24 Ｃ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

H22 Ｃ 再掲 再掲

H23 Ｃ 再掲 再掲

H24 Ｃ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

H22 Ａ 再掲 再掲

H23 Ａ 再掲 再掲

H24 Ａ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

H22 １３箇所・５，８７６人
H23 １３箇所・６，０８０人
H24 １４箇所・７，２７５人

Ａ

年度当初入室児童数
平成２１年度　１，９４１人
平成２２年度　１，９０６人
平成２３年度　１，９０２人
平成２４年度　１，９１６人

病児・病後児保育として、２施設にて事業を実施。１施
設定員３名。【２箇所・６人】

H22【１箇所・３人】
H23【２箇所・６人】
H24【２箇所・６人】

今後新たに開設する新規保育所に
事業実施を依頼し、事業の拡充に
努めていく。

法人立保育所の保育サービスの充
実に努める。

後期計画期間の事業実績

保育課

保育課

教育財務課

こども育成
課
（H24年度まで：
保育課）

保護者の就労等により、家庭が常
時留守になっている児童を、待機児
童なく安全に保育する。

所　管　課平成２５年度の方向性

こども育成
課
（H24年度まで：
保育課）

Ｃ

公立保育園５園、法人保育園９園で実施。
【１４箇所・７，２７５人】

拡充

拡充

２箇所

2 学童保育事業
（５－（１）－１に掲載）

№ 事　　業　　名 目標 目標事業量

1 ファミリー・サポート・セ
ンター事業
（５－（１）－７に掲載）

病児・病後児保育事業
（５－（１）－３に掲載）

拡充

法人立保育所への支
援
（５－（２）－７に掲載）

拡充

一時的（特定）保育事
業
（５－（１）－４に掲載）

拡充

１３箇所

3

5

4

病児・病後児保育実施施設の増設
を図る。

Ｃ

既存統計データ

Ｂ

設置箇所数　　　　　　１箇所
依頼会員　　　　　１，４０４人
提供会員　　　　　　　５３５人
依頼提供会員　　　　　７９人
活動件数　　　　　７，６８８件

依頼会員に対して提供会員が尐な
いため、事業内容の周知と提供会
員の増加を図る。

H22　依頼会員　1,186人
　提供会員　436人
　依頼提供会員　67人
H23　依頼会員　1,282人
　提供会員　491人
　依頼提供会員　74人
H24　依頼会員　1,404人
　提供会員　535人
　依頼提供会員　79人

保護者の就労等により、放課後の家庭が常時留守に
なっている児童を、市内３２学童保育室で保育した。
【１，９１６人】

Ａ

民間保育所の運営の充実を図るため、各種事業等の
実施に係る経費を助成している。

H２２ １３園で実施
H２３ １７園で実施
H２４ １８園で実施
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H22 Ｂ 再掲 再掲

H23 Ｂ 再掲 再掲

H24 Ｂ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

H22 Ｃ 再掲 再掲

H23 Ｃ 再掲 再掲

H24 Ｃ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

H22 Ｄ 再掲 再掲

H23 Ｄ 再掲 再掲

H24 Ｄ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

H22 Ａ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ａ 607 607

H23 Ａ 620 620

H24 Ａ 610 610

H25 610

H26

計 2,447 1,837

 

H22 Ａ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

Ｃ

障害児の保育については助成を実施
その他の助成については調査、研究を行っている。

Ｂ

幼稚園預かり保育の推進に努め
る。

助成制度を設け推進を図る。

保育業務を家庭保育室に委託する
にあたり、助成の充実を図る。
新たに家庭保育室を指定する。

制度の仕組み等の検討、調査の実
施

こども政策
課
（H24年度まで：
保育課）

保育課

保育課

保育課

女性会館

10 男女共同参画の促進 新規 男女共同参
画課

拡充

継続

認可外保育施設等の
認可化支援
（５－（２）－１０に掲載）

継続

拡充認可外保育施設への
助成制度
（５－（２）－９に掲載）

幼稚園での預かり保育
事業
（５－（２）－１１に掲載）

9

6

8

7

家庭保育室委託事業
（５－（２）－８に掲載）

Ａ

（人数割　（１日平均人数四捨五入済）　）
1歳未満児 　480,000×1人＝480,000円
1～2歳児 　  300,000×65人＝19,500,000円
3歳以上　     170,000×441人＝74,970,000円
長期休業加算    30園×300,000＝9,000,000円
施設経費補助　  30園×400,000＝12,000,000円

補助対象園園児数
H１８　３６６人
H１９　３９６人
H２０　４０９人
H２１　４１０人
Ｈ２２　４２４人
Ｈ２３　４６８人
Ｈ２４　５０７人

引き続き、女性のニーズに応じた就
労支援や社会の動きに対応できる
資格支援に努める。

Ａ

女性の社会参画を促進するため、就労支援や資格取
得を目標とした各種講座を実施した。
また、国・県と協力して各種セミナーの案内や育児休
業等のリーフレットを配布した。

H22 受講者数　述べ2,401名
H23 受講者数　述べ1,903名
H24 受講者数  述べ1,535名

市内の家庭保育室２２箇所と家庭保育委託契約を締
結し、保育に欠ける乳幼児の保育を委託している。

委託施設数
H23 市内21箇所  市外19箇所
H24 市内22箇所  市外22箇所
委託児童数
H23 市内2,972人  市外329人
H24 市内3,538人　市外274人

Ｄ

事業なし

Ａ

引き続き、情報紙の発行を通じ、男
女共同参画社会の形成を目指した
社会的気運の醸成に努める。

市民との協働委託事業として、情報紙（イーブン）を年
2回各5,000部発行した。

H22 第32号、第33号　各5,000部発
行
H23 第34号、第35号　各5,000部発
行
H24 第36号、第37号　各5,000部発
行
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H22 Ａ 再掲 再掲

H23 Ａ 再掲 再掲

H24 Ａ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

H22 Ａ 再掲 再掲

H23 Ａ 再掲 再掲

H24 Ａ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

H22 Ａ 再掲 再掲

H23 Ａ 再掲 再掲

H24 Ａ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

13 市民との協働による父
親育児講座
（３－（１）－４の再掲）

新規

Ａ

市民活動団体との協働委託事業により、子育て中の
父親を対象に子育ての楽しさを実感し、育児への関心
を高めるとともに、父親の育児参加を促進するため、
具体的に活用できる講座を実施
・防災学
アウトドア流の命を守るための危機管理方法や、古武
術を活用した救出法など、自分と家族を守る防災術を
学ぶ。
・誕生学
赤ちゃんがどのように母親のお腹の中で過ごし、誕生
日にどんな力を発揮して生まれてきたかなど、命の大
切さを学ぶ。

こども政策
課
（H24年度まで：
子育て支援課）

健康づくり支
援課

中央公民館

父親向けの講座としては、公民館で
も実施されるようになってきており、
子育てサロンについても父親向け
に開催されていることから、こども政
策課としては講座を実施せず、埼玉
県が作成した「イクメンの素もと」（育
児初心者の父親向けに育児のヒン
ト集）の閲覧しやすい環境作りなど
で、父親の育児サポートをしていく。

参加者数
年３０組

H22：2日間で延べ26組、73人の参
加
H23：2日間で延べ22組、38人の参
加
H24：2日間で延べ32組、73人の参
加

12 家庭教育講座
（２－（３）－４の再掲）

拡充 家庭の教育力を高めるため、乳幼
児の心と体をはぐくむ親のための講
座を開催する。

Ａ

家庭の教育力を高めるため、乳幼児の心と体をはぐく
む親のための講座を開催した。
１７公民館、２９講座
参加者延人数　３，８８１人

H22　１７公民館、３２講座
参加者延人数　3,814人
H23　１７公民館、２８講座
参加者延人数　3,816人
H24　１７公民館、２９講座
参加者延人数　3,881人

２５講座

11 両親学級
（１－（１）－１３の再掲）

拡充

Ａ

妊婦とその夫を対象に育児、栄養、歯科についての
正しい知識を普及し、妊娠中の不安の解消と父親の
育児参加を支援した。

プレパパママスクール
H22：５回　102組 200人
       （夫再掲 98人）
H23：６回　129組 257人
       （夫再掲126人）
H24：6回　129組257人
　　　（夫再掲127人）

妊婦とその夫を対象に育児、栄養、
歯科についての正しい知識を普及
し、妊娠中の不安の解消と父親の
育児参加を支援する。
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（５）基本目標５　子育てを地域で支える仕組づくりの推進

【網 掛 け】　 重点施策

【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 ※再掲事業は予算額・決算額非表示

５－（１）　地域における子育て支援サービスの充実 （単位：千円） 　
平成２４年度末 平成２４年度の事業実績

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 年度 進捗状況 予算額 決算額
H22 Ａ 433,887 426,872

H23 Ａ 432,038 426,057

H24 Ａ 472,157 463,200

H25 510,402

H26

計 1,848,484 1,316,129

 

H22 Ａ 433,887 426,872

H23 Ａ 432,038 426,057

H24 Ａ 472,157 463,200

H25 510,402

H26

計 1,848,484 1,316,129

 

H22 Ｃ 9,692 9,600

H23 Ｃ 15,516 13,400

H24 Ｃ 19,318 19,200

H25 19,314

H26

計 63,840 42,200

 

H22 Ｃ ― ―

H23 Ｃ ― ―

H24 Ｃ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ｂ ― ―

H23 Ｂ ― ―

H24 Ｂ 4,997 4,866

H25 90,246

H26

計 95,243 4,866

 

年度当初入室児童数
平成２１年度　１，９４１人
平成２２年度　１，９０６人
平成２３年度　１，９０２人
平成２４年度　１，９１６人

保護者の就労等により、放課後の家庭が常時留守に
なっている児童を、市内３２学童保育室で保育した。
【１，９１６人】

老朽化した高階西学童保育室の改
築工事及び山田学童保育室の改築
工事設計を行う。
修繕等により学童保育室の環境整
備を行うとともに、学童保育室の狭
隘化、老朽化へ対応するための計
画の見直しを進める。

唯一小学校敷地外に設置されていた高階南学童保育
室の高階南小学校内への移転工事を行った。
建設から３０年以上経過し老朽化している高階西学童
保育室の改築工事設計を行った。

Ｈ２２　２学童整備
Ｈ２３　１学童工事設計
Ｈ２４　１学童移転工事、１学童工事
設計

病児・病後児保育として、新たに１施設（定員：３人）を
増設したことにより、２施設にて事業を実施。
【２箇所・６人】

H22【１箇所・３人】
H23【２箇所・６人】
H24【２箇所・６人】

病児・病後児保育実施施設の増設
を図る。

H22 子育て支援センター（公立１箇
所、法人2箇所）
つどいの広場（公立1箇所、法人6箇
所）
計10箇所で実施。
H23 子育て支援センター（公立１箇
所、法人2箇所）
つどいの広場（公立1箇所、法人9箇
所）
計13箇所で実施。
H24 子育て支援センター（公立１箇
所、法人2箇所）
つどいの広場（公立1箇所、法人10
箇所）
計14箇所で実施。

子育て親子の交流の場の提供。育児相談。子育て講
座の開催。子育て情報の提供。
※子育て支援センター3箇所は公民館、公園等への
出張支援も行っている。
【14箇所】

H26年度竣工予定の地域振興ふれ
あい拠点施設での子育て支援拠点
の新規開設を視野に入れて、事業
の拡充を図るとともに、既存の子育
て支援施設の支援内容の向上を図
る。

目標事業量

５０箇所
１５０，０００

人

Ｃ

Ｂ

№

拡充

一時的（特定）保育事
業

地域子育て支援拠点事
業

所　管　課平成２５年度の方向性

保護者の就労等により、家庭が常
時留守になっている児童を、待機児
童なく安全に保育する。

1 学童保育事業 拡充

２，２５１人 Ａ

Ａ

１３箇所

後期計画期間の事業実績
事　　業　　名 目標 既存統計データ

教育財務課

こども育成
課
（H24年度まで：
保育課）

保育課

２５箇所

拡充

3

2

4

5

学童保育室施設整備
事業

新規

拡充

病児・病後児保育事業

教育財務課

こども育成
課
（H24年度まで：
保育課）

Ｃ

H22 １３箇所・５，８７６人
H23 １３箇所・６，０８０人
H24 １４箇所・７，２７５人

公立保育園５園、法人保育園９園で実施。
【１４箇所・７，２７５人】

今後新たに開設する新規保育所に
事業実施を依頼し、事業の拡充に
努めていく。
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H22 Ａ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ｂ 12,142 11,295

H23 Ｂ 12,151 12,089

H24 Ｂ 12,111 11,807

H25 12,178

H26

計 48,582 35,191

 

H22 Ｄ ― ―

H23 Ｄ ― ―

H24 Ｄ ― ―

H25 5,004

H26

計 5,004 0

 

H22 Ａ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ａ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H20年1月　総合支援窓口設置
H23年11月　埼玉県地域子育て応
援タウン認定

メール配信登録件数
H22  800件
H23　978件
H24  1,031件

市民のニーズに応じて必要とするサービス提供主体
への連絡等をおこなった。
また、子育て情報コーナー等の充実や、市のＨＰ及び
モバイルサイトの「子育て支援のページ」を整備して知
りたい情報を簡単に取得できるように努めるとともに、
メール配信サービスで登録者が必要とする情報を積
極的に配信した。
登録件数1,031件。

１箇所

Ａ

Ｂ

Ｄ

保育課

こども育成
課
（H24年度まで：
保育課）

２箇所

こども政策
課
（H24年度まで：
子育て支援課）

市内協賛店
舗・施設数
３５０箇所

情報誌や、ホームページ、メール配
信等を活用し、子育て支援サービス
のメニューや手続方法の周知を
図っていく。また、来庁されたかたに
ついては、必要とするサービスの案
内等を行う。

こども育成
課
（H24年度まで：
子育て支援課）

10

拡充

8

6 保育所による地域子育
て支援事業

新規

7 ファミリー・サポート・セ
ンター事業

ショートステイ事業

パパ・ママ応援ショップ
事業

新規9

総合支援窓口 新規

拡充

こども育成
課
（H24年度まで：
子育て支援課）

保護者の病気や入院、災害、事故
などにより、児童の養育が困難に
なった場合など、児童養護施設など
で一時的に児童を短期間預かる
ショートステイ事業を実施する。

市内協賛店舗・施設数
H22  540箇所
H23  596箇所
H24  751箇所

対象となる世帯には優待カードを漏
れなく配布し、市内の店舗・施設に
は協賛店として協力していただける
ように事業の周知を図る。

Ａ

中学生までの子どもまたは妊娠中の方がいる家庭を
応援するため、店舗等で割引などのサービスが受け
られる応援ショップ事業を埼玉県と共同して実施した。
チラシやＨＰ等で事業の周知を図り、優待カードを母
子手帳交付時、未就学児のいる世帯の県外からの転
入手続き時に配布した。市内協賛店舗・施設数　７５１
箇所

Ａ

H22  公立20園
       法人13園     計33園で実施。
H23 公立20園
      法人17園      計37園で実施。
H24 公立20園
      法人18園      計38園で実施。

地域の親子へ園行事への参加の呼びかけ。園庭開
放。
育児サークル支援。
【３８箇所】

育児相談及び園庭開放の充実を図
る。

設置箇所数　　　　　　１箇所
依頼会員　　　　　１，４０４人
提供会員　　　　　　　５３５人
依頼提供会員　　　　　７９人
活動件数　　　　　７，６８８件

H22　依頼会員　1,186人
　提供会員　436人
　依頼提供会員　67人
H23　依頼会員　1,282人
　提供会員　491人
　依頼提供会員　74人
H24　依頼会員　1,404人
　提供会員　535人
　依頼提供会員　79人

依頼会員に対して提供会員が尐な
いため、事業内容の周知と提供会
員の増加を図る。

未実施 Ｈ２３ 未実施
Ｈ２４ 未実施
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【網 掛 け】　 重点施策

　 【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 ※再掲事業は予算額・決算額非表示

５－（２）　保育サービスの充実 (単位：千円）
平成２４年度末 平成２４年度の事業実績

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 年度 進捗状況 予算額 決算額

H22 Ｃ ― ―

H23 Ｃ ― ―

H24 Ｃ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ａ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ａ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ａ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ｄ ― ―

H23 Ｄ ― ―

H24 Ｄ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ｄ ― ―

H23 Ｄ ― ―

H24 Ｄ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

既存統計データ

平成２５年度に開設する新規保育
園でも延長保育を実施依頼し、事業
の拡充を図る。

統合保育の充実に努めていく。

公立保育園で産休明け保育を試行的に実施するた
め、実施園の候補を挙げた。

保育サービスの質の低下を招かな
い最良の運営方法等について、他
市の事例を調査・研究していく。

保育サービスの質の低下を招かな
い最良の運営方法等について、他
市の事例を調査・研究していく。

障害児及び健常児の成長と発達を促進するため、保
育所において統合保育を実施している。

目標事業量

３，８４０人

４０箇所
２，０４０人

Ｃ

Ｄ

4

№

土曜保育事業

延長保育事業

3

2

事　　業　　名

通常保育事業1

統合保育事業

5

6 公立保育所の運営方
法の検討

保育課拡充

拡充

拡充

保育課

所　管　課

拡充

拡充

後期計画期間の事業実績

保育課

保育課

保育課

保育課

拡充

目標

産休明け保育事業

Ａ

Ａ

近年における保育情勢、他市の民営化に係る状況等
をもとに、調査研究をしている。

Ｄ

H22  ３３箇所・１，３１２人
H23  ３７箇所・１，３０１人
H24  ３８箇所・１，４６４人

全２０箇所の公立保育所において、１時間（高階保育
園では２時間）の延長保育を実施。民間保育所におい
ては、全１８箇所で実施。実施園については所要額を
助成。
【３８箇所・１，４６４人】
※人数は民間保育所を除いたもの。

平成２２年４月から、名細保育園、高階第三保育園、
南古谷第二保育園において事業を開始したことによ
り、公立保育園１０園で、土曜日の一日保育を実施し
た。

公立保育所２０園、定員１，８３０人
法人保育所１８園、定員１，３１１人
【３，１４１人】

H22  ２，７０５人
H23  ３，０８１人
H24  ３，１４１人

平成２２年４月時  ７３人実施
平成２３年４月時  ７３人実施
平成２４年４月時  ７４人実施

H22、H23、H24
名細第二、中央、脇田新町、高階第
二、仙波町、神明町、霞ヶ関第二、
名細、高階第三、南古谷第二保育
園の１０園で実施。

新規保育所の開設等により定員の
拡大を図る。

Ａ

保育ニーズの高まりにより、徐々に
実施園拡大してきたが、引き続き、
土曜保育に関するニーズの把握に
努める。

平成２５年度の方向性
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H22 Ａ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ｂ 208,009 207,471

H23 Ｂ 201,500 198,512

H24 Ｂ 227,082 227,082

H25 212,820

H26

計 849,411 633,065

 

H22 Ｃ ― ―

H23 Ｃ ― ―

H24 Ｃ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ｄ ― ―

H23 Ｄ ― ―

H24 Ｄ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ａ 105,000 100,750

H23 Ａ 99,930 108,490

H24 Ａ 117,940 115,950

H25 113,412

H26

計 436,282 325,190

 

H22 Ａ 2,361 2,112

H23 Ａ 2,361 1,738

H24 Ａ 2,361 2,455

H25 2,361

H26

計 9,444 6,305

 

幼稚園預かり保育の推進に努め
る。

助成制度を設け推進を図る。

民間保育所の運営の充実を図るため、各種事業等の
実施に係る経費を助成している。

10

幼稚園での預かり保育
事業

7 法人立保育所への支
援

12 保育士研修

9

認可外保育施設等の
認可化支援

11

認可外保育施設への
助成制度

8

拡充

Ａ

拡充

継続

継続

拡充

保育課

保育課

保育課

保育課

Ａ

補助対象園園児数
H１９　３９６人
Ｈ２０　４０９人
Ｈ２１　４１０人
Ｈ２２　４２４人
Ｈ２３　４６８人
Ｈ２４　５０７人

こども政策
課
（H24年度まで：
保育課）

保育課

（人数割　（１日平均人数四捨五入済）　）
1歳未満児 　480,000×1人＝480,000円
1～2歳児 　  300,000×65人＝19,500,000円
3歳以上　     170,000×441人＝74,970,000円
長期休業加算    30園×300,000＝9,000,000円
施設経費補助　  30園×400,000＝12,000,000円

Ｃ

拡充

家庭保育室委託事業

Ｂ

Ａ

H２２ １３園で実施
H２３ １７園で実施
H２４ １８園で実施

法人立保育所の保育サービスの充
実に努める。

市内の家庭保育室２２箇所と家庭保育委託契約を締
結し、保育に欠ける乳幼児の保育を委託している。

委託施設数
H23 市内21箇所  市外19箇所
H24 市内22箇所  市外22箇所
委託児童数
H23 市内2,972人  市外329人
H24 市内3,538人　市外274人

障害児の保育については助成を実施
その他の助成については調査、研究を行っている。

事業なし

Ｄ

保育業務を家庭保育室に委託する
にあたり、助成の充実を図る。
新たに家庭保育室を指定する。

制度の仕組み等の検討、調査の実
施

公立・法人・家庭保育室の保育士の研修を実施
市主催の保育園職員研修年４回公立１，５３２人・私
立３１７人
＜テーマ別の研修状況＞
・乳幼児保育研修　９２回　　参加者　２，２２３人
・障害児保育研修　４９回　　参加者　３３１人
・こどもの病気予防救急法の研修　２２回　　参加者
２２９人
・食育に関する研修　８４回　　参加者　６４３人
・心とからだの発達に関する研修　５５回　　参加者　４
７４人
・各年齢別研究会での学習会　４７回　　参加者　　８８
０人
その他研修会　１０８回　参加者　６３４人

公立・法人・家庭保育室の保育士の研
修を実施予定。
法人立・家庭保育室及び認可外の保育
施設へも研修会を広く周知し、保育の
質の向上に努める。
市主催の研修会年４回
・乳幼児保育研修
・障害児保育研修
・こどもの病気予防救急法の研修
・食育に関する研修
・心とからだの発達に関する研修
・各年齢別研究会での学習会

Ｈ１９　２２８回　３，１４１人
Ｈ２０　２５６回　３，６６４人
Ｈ２１　３１１回　３，０６５人
Ｈ２２　４６２回　５，４０１人
Ｈ２３　４１０回　５，１５４人
Ｈ２４　４５７回　５，４１４人
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H22 Ｃ ― ―

H23 Ｃ ― ―

H24 Ｃ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ｄ ― ―

H23 Ｄ ― ―

H24 Ｄ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ｃ ― ―

H23 Ｃ ― ―

H24 Ｃ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ｄ ― ―

H23 Ａ 3,199 1,019

H24 Ａ 3,024 2,331

H25 2,741

H26

計 8,964 3,350

 

H22 Ｄ ― ―

H23 Ｄ ― ―

H24 Ｄ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

14 認定こども園

16 トワイライトステイ事業

13

家庭的保育事業（保育
ママ）

17 休日保育事業

保育サービス評価の仕
組の導入検討

15 保育課

保育課

保育課

３０人

新規

新規

５人・１箇所

拡充

こども育成
課
（H24年度まで：
子育て支援課）

H18　高階保育園
H19　中央保育園
H20　仙波町保育園
H21　名細保育園
H22　-
H23　-

施設設置に向け、相談業務を実施
する。

他市の状況を調査研究する。

Ｄ

家庭保育室制度との共存を図りつ
つ、推進できるか調査・研究を行う。

公立園についてはH18から4年連続
して実施しており、今後は法人園で
の実施が望まれる。

Ｃ

Ｃ

保育課

新規

新規

１８０人・３箇
所

広報、ホームページなどを活用する
ことで、保護者の帰宅が遅くなるな
どの理由で当該事業のサービスを
必要とする世帯への周知を図って
いく。

Ａ

保護者が仕事等の理由により、平日の夜間に家庭に
おいて養育することが困難な児童を実施施設におい
て保護し、食事の提供等を行った。

H２３　利用世帯　３世帯４人
　　　　利用者数　述べ５５人
　　※Ｈ２３年度は８月から実施
Ｈ２４　利用世帯　８世帯１４人
　　　　利用者数　延べ２０２人

Ｄ

近隣市の実施状況・保育料等について調査するととも
に、実施について検討している。

数年内の実施に向け、検討・調整を
図っていく。

施設設置に向けての相談業務を実施。助成制度につ
いて研究を行っている。

平成22年度に引き続き公立園及び法人園で実施がで
きなかった。
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【網 掛 け】　 重点施策

 【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 ※再掲事業は予算額・決算額非表示

５－（３）　子どもの健全育成の取組 (単位：千円）

平成２４年度末 平成２４年度の事業実績

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 年度 進捗状況 予算額 決算額

H22 Ｃ ― ―

H23 Ｃ ― ―

H24 Ｃ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ｃ ― ―

H23 Ｃ ― ―

H24 Ｃ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ｃ ― ―

H23 Ｃ ― ―

H24 Ｃ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

H22 Ｃ ― ―

H23 Ｃ ― ―

H24 Ｃ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ａ 450 491

H23 Ａ 720 608

H24 Ａ 450 535

H25 720

H26

計 2,340 1,634

 

関係課で今後の方向性について協
議していく。

関係課で、子ども条例制定の必要性や方向性につい
て協議した。

既存統計データ
後期計画期間の事業実績

子ども・子育て新システムの本格施
行に向けての準備を基本としなが
ら、他の自治体の状況を踏まえ、関
係課で子ども条例における方向性
について、今後も協議していく。

平成２５年度の方向性

他の自治体の研究を行い、関係課
で子ども条例における今後の方向
性について、協議していく。

関係課として、今後の方向性につい
て、協議していく。

保育課2

目標事業量

1

№

子どもに関する条例又
は宣言等

事　　業　　名

継続

所　管　課

こども育成
課
（H24年度まで：

青尐年課）

人権推進課

教育指導課

こども政策
課
こども安全
課
（H24年度まで：

子育て支援課）

人権保育

継続

目標

具体的な取り組みの骨子が未定である。

公立保育園２０園で実施。川越市人権保育推進委員会に対する助成を行うとと
もに、保育所において人権保育を推進している。

Ａ

人権保育の推進を図っていく。

Ｃ

具体的な取り組みの骨子が未定である。

関係課で、子ども条例制定の必要性や方向性につい
て協議した。

Ｈ23　検討会議1回
Ｈ24　検討会議1回

Ｃ

Ｃ

Ｃ
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H22 Ａ 5,595,364 5,581,439

H23 Ａ 6,436,574 6,436,314

H24 Ａ 1,028,794 1,028,794

H25 0

H26

計 13,060,732 13,046,547

 

H22 － － －

H23 － － －

H24 Ａ 4,723,480 4,718,355

H25 5,650,525

H26

計 10,374,005 4,718,355

 

H22 Ａ 485,995 481,084

H23 Ａ 506,346 501,208

H24 Ａ 526,949 518,074

H25 585,188

H26

計 2,104,478 1,500,366

 

H22 Ａ 再掲 再掲

H23 Ａ 再掲 再掲

H24 Ａ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

H22 Ａ 再掲 再掲

H23 Ａ 再掲 再掲

H24 Ａ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

H22 Ｃ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 学校体育施設開放参加者数
396,728名。霞ヶ関北小プール開放
参加者数4,279名。山田小・南古谷
小プール開放参加者数111名。
H23 学校体育施設開放参加者数
402,752名。霞ヶ関北小プール開放
参加者数3,507名。牛子小・高階西
小・芳野小プール開放参加者数186
名。
H24 学校体育施設開放参加者数
407,529名。霞ヶ関北小プール開放
参加者数3,200名。牛子小・高階西
小・福原小プール開放参加者数168
名。

H22  体力テスト会1,146名
体育祭1,387名　新春マラソン1,059
名
H23  体力テスト会1,161名
体育祭1,615名　新春マラソン1,163
名
H24　体力テスト会1,271名
体育祭1,628名　新春マラソン1,252
名

学校開放委員会を中心に小学校３２校、中学校２０校
で体育施設開放を実施し、多くの地域住民がスポー
ツ・レクリエーション活動を楽しむことができた。この
他、霞ヶ関北小のプール開放（６～９月）、牛子小・高
階西小・福原小の学校プール開放（７月）を行った。

体育祭等における団交流、指導者や母集団を対象と
した研修会の実施等を通してその資質能力の向上を
図った。また、体力テスト会、体育祭、新春マラソンを
開催し、子供たち個々の体力向上を図ることができ
た。

継続

継続

こども政策
課
（H24年度まで：
子育て支援課）

こども政策
課
（H24年度まで：
子育て支援課）

H22：総支給額　5,581,439,000円
　　　 延児童数　429,343人
H23：総支給額　6,436,314,000円
       延児童数　518,254人
H24:総支給額 1,028,794,000円
　　　 延児童数　91,418人

平成23年度で制度は終了し、平成
24年度からは児童手当に移行し
た。

国庫補助対象者については、国庫
補助増額とともに、単価を増額。
国庫補助対象外の方についても、
継続して市単独での補助を実施。

継続

4 拡充

3 子ども手当

5

6

H22 決算額481,084千円
　　  支給対象園児数6,140人
Ｈ23 決算額501,208千円
       支給対象園児数6,175人
Ｈ24 決算額518,074千円
       支給対象園児数6,372人

新規

継続

Ａ

新規

Ａ

学校体育施設開放事
業
（２－（３）－７の再掲）

7 地域組織活動への研
修

（児童手当）

Ａ

Ａ

健康づくり支
援課

スポーツ振
興課
（旧　市民ス
ポーツ課）

スポーツ振
興課
（旧　市民ス
ポーツ課）

こども政策
課
（H24年度まで：
教育財務課）

継続

継続

幼稚園就園奨励費

スポーツ尐年団
（２－（３）－６の再掲）

国庫補助対象者の他、国庫補助対象外の方について
も継続して市単独での補助を実施している。

法律に基づき、適切に子ども手当の支給、管理を行っ
た。
総支給額　4,718,355,000円
延児童数　429,824人

H24:総支給額 4,718,355,,000円
　　　 延児童数　429,824人

法律に基づき、適切に子ども手当の支給、管理を行っ
た。
総支給額　1,028,794,000円
延児童数　91,418人

Ａ

H23  保健推進員ブロック会議3回
85人
H24　保健推進員ブロック会議3回
90人

保健推進員に対して、乳幼児の事故防止の研修を実
施。

保健推進員に対して、市の母子保
健事業の情報提供を実施していく。

Ａ
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H22 Ｄ ― ―

H23 Ｄ ― ―

H24 Ｂ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ａ 38,122 23,497

H23 Ａ 9,902 22,281

H24 Ａ 22,444 21,737

H25 21,198

H26

計 91,666 67,515

 

H22 Ａ 48,075 39,242

H23 Ａ 44,368 40,112

H24 Ａ 42,445 42,138

H25 43,449

H26

計 178,337 121,492

 

H22 Ａ 15,936 9,743

H23 Ａ 17,336 13,231

H24 Ａ 14,812 14,084

H25 19,434

H26

計 67,518 37,058

 

H22 Ａ 15,938 13,874

H23 Ａ 19,428 18,276

H24 Ａ 19,058 18,109

H25 1,271

H26

計 55,695 50,259

 

既存の公民館などの活用や、市民
ボランティア等の理解や協力を得
た、子どもの居場所づくりを推進し
ていく。

遊具の安全性確保に更に努める。

青尐年健全育成並びに子育て支援
に係る各種サービスの提供に努め
る。

こども育成
課
（H24年度まで：
青尐年課）

こども育成
課
（H24年度まで：
青尐年課）

児童館機能の整備

（児童センター子どもの
城）

継続

10

8

9

児童館機能の整備

（高階児童館）

拡充

継続

児童館機能の整備

（川越駅東口児童館）

Ａ

Ａ

こども育成
課
（H24年度まで：
青尐年課）

児童遊園

児童館

H22
開館日数　３０８日
利用者数　５２，４１８人
H23
開館日数　２４０日
利用者数　５２，９９７人
H24
開館日数　３０８日
利用者数　７２，６９３人

H22
開館日数　３０８日
利用者数　５４，７６１人
H23
開館日数　３１０日
利用者数　５４，２３５人
H24
開館日数　３０８日
利用者数　４９，１１７人

青尐年健全育成並びに子育て支援
に係る各種サービスの提供に努め
る。

Ａ

Ｂ

遊具の修繕等
H22　延べ８１箇所
H23　延べ６４箇所
H24　延べ８５箇所

新たな公共施設の整備に合わせ、複合施設として児
童館機能の導入について検討した。また、既存の公
民館などの活用や、市民ボランティア等の理解や協力
を得た、子どもの居場所づくりを推進してきた。

直近では、平成20年5月に高階市
民センター内に高階児童館がオー
プンした。

市内１６１箇所の児童遊園について、平成２３年度に
実施した安全点検等に基づき、遊具の修繕を行う。
　・遊具の修繕等　　延べ８５箇所

開館日数　３０８日
利用者数　７２，６９３人
【内訳】個人利用　４４，６７０人、団体利用　５０１人、
集団指導２２，７００人、プラネタリウム　４，６０８人、天
体観測　２１４人
【実施事業及び参加者数】乳幼児と保護者対象２３７
回１０，９５２人、学童対象１５４回２，２３２人、児童対
象４１６回９，５１６人

開館日数　３０８日
利用者数　４９，１１７人
【内訳】個人利用３８，５４７人、団体利用　０人、集団
指導　１０，５７０人
【実施事業及び参加者数】乳幼児と保護者対象１５９
回９，３９３人、学童対象１４回　９１人、児童対象１４９
回１，０８６人

青尐年健全育成並びに子育て支援
に係る各種サービスの提供に努め
る。

開館日数　３０８日
利用者数　５３，７２６人
【内訳】個人利用４１，５４５人、団体利用０人、集団指
導１２，１８１人
【実施事業及び参加者数】乳幼児と保護者対象１７９
回１０，９９３人、学童対象９８回６７２人、児童対象１３
回５１６人

H22
開館日数　３０７日
利用者数　４６，５７１人
H23
開館日数　３０９日
利用者数　５０，９２３人
H24
開館日数　３０８日
利用者数　５３，７２６人

Ａ
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H22 Ａ 3,016 2,982

H23 Ａ 3,041 3,041

H24 Ａ 3,041 3,036

H25 4,004

H26

計 13,102 9,059

 

H22 Ａ 407 269

H23 Ａ 384 382

H24 Ａ 480 470

H25 470

H26

計 1,741 1,121

 

H22 Ａ 350 350

H23 Ａ 325 324

H24 Ａ 325 324

H25 0

H26

計 1,000 998

 

H22 Ａ 3,510 2,706

H23 Ａ 3,310 3,005

H24 Ａ 3,200 2,855

H25 3,200

H26

計 13,220 8,566

 

こども１１０番の家は、地区会議だ
けでなくPTAや学校が実施主体のと
ころもあるので、３者でこども１１０番
の家協力者名簿の交換を行い、情
報の共有化を図る。また、こども１１
０番の家の看板を全市で統一する
ため、青尐年を育てる市民会議がこ
ども１１０番の家の看板を作製、配
布し、子どもたちにとって安全で安
心な環境づくりを図っていく。

11

14

継続

継続

12

13 「子ども１１０番の家」

こども育成
課
（H24年度まで：
青尐年課）

こども育成
課
（H24年度まで：
青尐年課）

こども育成
課
（H24年度まで：
青尐年課）

こども育成
課
（H24年度まで：
青尐年課）

継続

青尐年市民会議

青尐年団体

青尐年の体験活動事
業

継続

Ａ

次代を担う青尐年の健全育成を図
るため、引き続き、第１２回川越市
尐年の翼事業を実施する。

Ａ

引き続き、青尐年団体の自主活動
を推進するため、補助金を交付し、
活動の充実を図っていく。

次代を担う青尐年の健全育成を図るため、第１１回川
越市尐年の翼事業を実施した。
【事業概要】
・事前研修　３回
・本研修　　 ４泊５日、北海道河西郡中札内村他
・研修生    市内中学生４４名

H22
・地区会議活動費助成　２２地区
・モデル地区補助事業　　６地区
・青年海外協力隊激励　　１名
・青尐年健全育成市民大会参加者
４４８名
H23
・地区会議活動費助成　２２地区
・モデル地区補助事業　　６地区
・青尐年健全育成市民大会参加者
３９１　名
H24
・地区会議活動費助成　２２地区
・モデル地区補助事業　　７地区
・青尐年健全育成市民大会参加者
５００名

・川越市青尐年相談員協議会
100,000円　　　　　　　　　　　・ボーイ
スカウト西部初雁地区協議会
75,000円　　　　　　　　　　　　　・ガー
ルスカウト川越地区協議会　58,134
円　　　　　　　　　　　　　　・川越市吹
奏楽団　90,000円
・川越市尐年の船・翼修了者の会
47,000円　　　　　　　　　　　　　・川越
尐年尐女合唱団　100,000円

引き続き、市民会議会員である６２
機関・団体の連携の下、市民総ぐる
みの青尐年健全育成の推進を図っ
ていく。

青尐年健全育成活動が、市民総ぐるみで推進される
よう、関係機関・団体と協働して各種事業を実施する。
・地区会議活動費助成　２２地区
・モデル地区補助事業　　７地区
・青尐年健全育成市民大会参加者　５００　名

Ａ

Ａ

青尐年団体の自主活動を推進するため、補助金を交
付し、活動の充実を図る。
【補助金交付対象団体】
・川越市青尐年相談員協議会
・ボーイスカウト西部初雁地区川越協議会
・ガールスカウト川越地区協議会
・川越市吹奏楽団
・川越市尐年の船・翼修了者の会
・川越尐年尐女合唱団

H22  研修生４４名
H23  研修生４４名
H24　研修生４４名

青尐年を育てる市民会議の構成員である地区会議の
うち、子ども１１０番の家を実施している地区会議に対
して、運営に係る経費を対象に補助金を交付した。

・子ども１１０番の家実施地区会議数　１６地区会議
（うち、１２地区会議から請求があり交付した。）
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H22 Ａ 8,916 7,940

H23 Ａ 8,972 8,462

H24 Ａ 9,058 8,262

H25 9,729

H26

計 36,675 24,664

 

H22 Ａ 再掲 再掲

H23 Ａ 再掲 再掲

H24 Ａ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

H22 Ａ 5,349 4,898

H23 Ａ 5,000 4,225

H24 Ａ 4,457 4,193

H25 4,025

H26

計 18,831 13,316

 

それぞれの地域の特色を生かした
事業が活発に展開されている。一
部のスタッフに負担が偏らないよ
う、情報交換・合同事業・人材発掘
等を行っていく。

地域教育支
援課
（旧　生涯学
習課）

Ａ
事業に携

わった人数
１０，０００人

地域子どもサポート推
進事業（学校応援団推
進事業・学校支援地域
本部事業を含む）

16

15

適応指導教室
（２－（２）－６の再掲）

継続

拡充17

教育セン
ター
（旧　教育研
究所）

こども育成
課
（H24年度まで：
青尐年課）

継続非行防止活動

教育センター分室（リベーラ）において、不登校児童生
徒への学校復帰を目指すための学習支援や体験活
動等を実施した。

学習支援や体験活動、人間関係づくり
などを通して、児童生徒一人一人のよ
りよい成長と自立を促し、学校復帰を目
指すための支援を行っていく。

Ａ

事業に携わった人数
　H22　15,409人（前年比138.8％）
　H23　22,196人（前年比144.0％）
　H24　33,696人（前年比151.8％）
各地区の事業合計数
　H22  203（前年比114.0％）
　H23  269（前年比132.5％）
　H24　352（前年比130.9％）
サポート委員の合計数
　H22　569人（前年比103.1％）
　H23　572人（前年比100.5％）
　H24　607人（前年比106.1％)
学校応援団活動の合計数
　H22　138（前年比129.0％）
　H23　144（前年比104.3％）
　H24　225（前年比156.3％）

事業に携わった人数３３，６９６人
各地区の事業合計数３５２
サポート委員の合計数６０７人
学校応援団活動の合計数２２５
市内１４地区に分かれ、各地区での事業が活発に行
われた。

川越市尐年指導センターで行う街
頭補導活動及び相談業務等を通じ
て、引き続き、問題行動等の早期発
見・早期指導により、青尐年の非行
防止、犯罪の被害防止に努めてい
く。

H21
・街頭補導回数　673回
・延べ補導員数　3,057人
・声かけ数　3,437回
・相談件数　延べ39件（メール相談
含む）
H22
・街頭補導回数　673回
・延べ補導員数　3,022人
・声かけ数　3,005回
・相談件数　延べ101件（メール相談
含む）
H23
・街頭補導回数　　681回
・延べ補導員数　3,122人
・声かけ数　　　　3,480回
・相談件数　　延べ71件（メール相談
含む）
H24
・街頭補導回数　　680回
・延べ補導員数　3,054人
・声かけ数　　　　3,117回
・相談件数　　延べ43件（メール相談
含む）

川越市尐年指導センターで行う街頭補導活動及び相
談業務等を通じて、問題行動等の早期発見・早期指
導により、青尐年の非行防止、犯罪の被害防止に努
めた。
・街頭補導回数　　680回
・延べ補導員数　3,054人
・声かけ数　　　　3,117回
・相談件数　　延べ43件（メール相談含む）

Ａ
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H22 Ａ 566 362

H23 Ａ 1,570 1,712

H24 Ａ 1,448 1,517

H25 1,574

H26

計 5,158 3,591

 

H22 Ａ ― ―

H23 Ａ ― ━

H24 Ａ ― ━

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ａ 170 114

H23 Ａ 120 65

H24 Ａ 120 66

H25 200

H26

計 610 245

 

H22 Ａ 488 220

H23 Ａ 488 347

H24 Ａ 458 334

H25 458

H26

計 1,892 901

 

H22 Ａ 13,148 12,819

H23 Ａ 13,148 12,607

H24 Ａ 13,147 12,750

H25 12,296

H26

計 51,739 38,176

 

小中連携による指導主事訪問等を
通して学校の現状把握に努め、効
果的なスクールボランチの配置に
努めたい。また、スクールボランチ
の資質向上と効果的な活用を図っ
ていく。

教育セン
ター
（旧　教育研
究所）

中央図書館

中央図書館

福祉推進課

H22  96回実施　1,805人参加
H23  96回実施　1,884人参加
H24  94回実施　1,822人参加

０歳から１歳の乳児と保護者を対象に、読み聞かせと
手遊びを行った。
４館合わせて94回実施し、1,822人が参加した。

H22  44回実施　2,601組
H23  48回実施　2,977組
H24  48回実施　2,718組

引き続き、親子が絵本を通じてふれ
あいの時間を持つことができるよ
う、事業を進めていく。

学校における生徒指導上の諸課題に対応するため
に、小中学校にスクールボランチを配置し、生徒指導
体制の充実と児童生徒一人一人への適切な指導に
努めた。のべ６５名のスクールボランチを一人当たり
年間約１５０日配置し、諸課題の解決に取り組んだ。

Ｈ22　Ⅰ期　18名　22校配置
　　　　Ⅱ期　18名　26校配置
　　　　Ⅲ期　18名　32校配置
H23　 Ⅰ期　21名　35校配置
　　　　Ⅱ期　20名　34校配置
　　　　Ⅲ期　21名　37校配置
H24　 Ⅰ期　21名　31校配置
　　　　Ⅱ期　22名　33校配置
　　　　Ⅲ期　22名　35校配置

・中堅民生委員・児童委員研修
H22：85人　　H23：67人
・現任主任児童委員研修
H22：20人　　H23：20人
・新任主任児童委員研修
H22：25人　　H23：3人
・新任民生委員児童委員研修
H22：355人　　H23：13人

民生委員・児童委員研修
・民生委員・児童委員課題別研修
・現任主任児童委員研修
・新任民生委員児童委員研修×2回
民生委員児童委員研修を実施し、
子どもに関する様々な問題に対応
できるよう努める。

年４回実施 Ａ

１５０日
５４名

引き続き、小さい時から本に親しむ
環境を提供できるよう、事業を進め
ていく。

教育指導課

ブックスタート事業

Ａ

Ａ

スチューデントサポー
ター派遣事業

Ａ

20

21 継続

継続

継続

22 新規スクールボランチ（生徒
指導推進委員）の配置

継続

いないいないばあのお
はなし会

19

民生委員・児童委員研
修会

18

大学で心理を学ぶ学生による不登校児童生徒への支
援として、学校訪問や家庭訪問、教育センター分室（リ
ベーラ）における会話や学習支援により、児童生徒の
悩みや不安の解消を図り、不登校の予防、解消に向
けた支援を行った。

Ａ

スチューデント・サポーターの活動
時間や支援の方法について、さらに
調整を図り、支援の回数を含めて活
動の充実を図っていく。

４か月児健診会場等で、親子のふれあいについての
メッセージを伝えながら、保護者とあかちゃんに絵本を
渡した。
４８回実施し、２，７１８組が参加した。

民生委員・児童委員研修
・中堅民生委員・児童委員研修　75人
・現任主任児童委員研修　19人
・新任主任児童委員研修　1人
・新任民生委員児童委員研修　7人
民生委員児童委員研修を実施し、子どもに関する
様々な問題に対応できるよう努めた。
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【網 掛 け】　 重点施策

 【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 ※再掲事業は予算額・決算額非表示

５－（４）　体験活動・交流の促進 (単位：千円）
平成２４年度末 平成２４年度の事業実績

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 年度 進捗状況 予算額 決算額

H22 Ａ 90 82

H23 Ａ 90 84

H24 Ａ 90 83

H25 85

H26

計 355 249

 

H22 Ａ 再掲 再掲

H23 Ａ 再掲 再掲

H24 Ａ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

H22 Ａ 再掲 再掲

H23 Ａ 再掲 再掲

H24 Ａ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

H22 Ｂ 再掲 再掲

H23 Ａ 再掲 再掲

H24 Ａ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

H22 Ｂ 再掲 再掲

H23 Ｂ 再掲 再掲

H24 Ａ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

H22 Ｂ 再掲 再掲

H23 Ａ 再掲 再掲

H24 Ａ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

PTAの主体性を維持するため、積
極的な情報提供・適切な講座等の
運営に努める。また、前年度のＰＴＡ
役員経験者などを招き活動発表を
交えながら、効果的な学習となるよ
う取り組んでいく。

子ども育成課が主体となって行う
「子育て体験学習事業」について、
実施学校の調整を行う。

後期計画期間の事業実績
既存統計データ

社会体験事業等受け入れ
H22　１５校
H23　２３校
H24　１５校

健康づくり支
援課

中心課の事業実施状況を見なが
ら、必要に応じて協力を検討してい
く。

子育て支援課が主体となって行う
事業について、事業実施状況を見
ながら協力していく。

市民活動団体との協働委託事業と
して中学校約10校で実施予定。

こども育成
課
（H24年度まで：
子育て支援
課、青尐年課）

市内各小中学校PTAの常置委員会向けにPTA運営
講座を開設。PTA活動の推進に努めた。

PTA運営講座（６回）
※うち１回は家庭教育学級運営講
座として実施。

子育て支援課が主体となって実施した事業について、
赤ちゃんボランティア募集の周知に協力を行った。

チラシの配付

H22：市内中学校７校で実施
※提案型協働補助事業のため、市
民活動支援課の予算で実施
H23：市内中学校12校で実施
H24：市内中学校９校で実施

中学生を対象に「命の力」「命のつながり」を話し伝え
ることで、自己肯定感を高め、自己と他者を大切に思
う心を養い、実際の乳幼児やその親とふれあうこと
で、自分がうまれてきたことに喜びを感じてもらうこと
を目的として、市民活動団体と協働委託事業で講座を
実施した。

平成２５年度の方向性目標事業量

子育て支援課が主体となって実施した事業について、
中学校との調整を行った。

事業の実施について、どのような方法があるか、関係
各課と検討した。

Ａ

１０校

Ａ

Ａ

Ａ

№

1 川越ＰＴＡ連合会活動 継続

拡充2 子育て体験学習
（１－（３）－３の再掲）

事　　業　　名

社会体験学習及び交流活動をする
ことで、保育園での子どもたちの様
子や保育園での職業体験を通し、
豊かな心身の育成を図る。

保育課

所　管　課

中央公民館

地域教育支
援課
（旧　生涯学
習課）

目標

教育指導課

Ａ

中学生社会体験事業及び交流事業　公立保育園受
け入れ実績
２７校　５７回　受け入れ生徒数　７９０名
保育園訪問交流会
２校　２回　１４０名

Ａ
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H22 Ａ 333 333

H23 Ａ 333 333

H24 Ａ 333 333

H25 333

H26

計 1,332 999

 

H22 Ａ 990 1,800

H23 Ａ 825 1,905

H24 Ｂ 660 615

H25 660

H26

計 3,135 4,320

 

H22 Ａ 再掲 再掲

H23 Ａ 再掲 再掲

H24 Ａ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

H22 Ａ 8,328 8,328

H23 Ａ 8,184 8,184

H24 Ａ 8,140 8,140

H25 8,489

H26

計 33,141 24,652

 

H22 Ａ 1,075 842

H23 Ａ 1,058 856

H24 Ａ 1,254 1,189

H25 1,269

H26

計 4,656 2,887

 

「生きる力」をはぐくむ野外教育プロ
グラムなどの事業を開催する。

今年度は昨年度以上に事業所の確
保を行い、生徒の主体的、意欲的
な活動につなげていきたい。これか
らの自分の進路選択に向けた行う
べき点に気づける取り組みにする。

川越市内の子ども会育成団体の自
主性を尊重しつつ、相互の連絡調
整を積極的に図るとともに、子ども
会育成会活動の向上と発展に資す
るため、既存事業の更なる充実を
目指していく。

道徳、学級活動、総合的な学習の
時間、中学校部活動等において多
様な学習機会を提供するため、地
域の人材を積極的に活用し、特色
ある学校づくりを推進していく。
　「特色ある学校づくり支援」の報償
費の中で「日本語指導ボランティア」
に対する報償金が増えている状況
で、昨年度までのように「地域人材
活用事業」に予算を回すことは難し
い。

H22・交流会　各クラス１回
・卒業式後、利用者による卒業生の
見送り
H23・交流会　各クラス１回
・利用者による卒業式後の卒業生
見送りも例年実施しているが、雤の
ため急遽中止となった。
H24・交流会　各クラス１回
・例年通り

霞ヶ関東小学校の空き教室を利用したデイサービス
センターを在校生が訪れ、利用者の高齢者と交流を
図った。利用者は小学生の劇や発表（歌・手品・体操
など）を喜び、小学生も昔遊び・かるた・トランプを利用
者と一緒に楽しんだ。交流の中で、高齢者の戦争等
の体験談に小学生が耳を傾ける様子も見られた。

H22
・参加生徒数　２，８２５名
・協力事業所　のべ７７１事業所
H23
・参加生徒数　２,９４１名
・協力事業所　のべ８２８事業所
Ｈ24
・参加生徒数　２,７７７名
・協力事業所　のべ７９８事業所

川越市中学生社会体験事業推進委員会での協議を
もとに中学生が地域のなかで活動することにより多く
の人々とのふれあいを通して社会性や自立心を育む
ことができた。　　「 働くことへの大切さや意味を考え
る機会となった」や「仕事をするために周りの人と協力
が大切なことを理解した」などＡの判定をする生徒の
数値が昨年度よりも増えている。

広報誌「ひろば」発行
H22　4回　　　H24　4回
H23　4回
川越市かるた大会
H22　1回　　　H24　1回
H23　1回
棚倉町・川越市交流事業
H22　訪問・受入　各1回
H23　訪問・受入　各1回
H24　訪問・受入　各1回

広報誌の発行を通して、子ども会活動を広く理解・周
知させることができた。また、市かるた大会や棚倉町
交流事業を実施し、子ども会活動の活発化が図られ、
青尐年健全育成の一助がなされた。

継続

各校８回

Ａ

実施率
100%

各クラス年１
回ずつの交

流会

引き続き、利用者に小学生との交
流を楽しんでもらうとともに、高齢者
とふれあう機会が尐なくなっている
子どもたちに交流の場を提供してい
く。

１２講座

中学生社会体験事業
（２－（１）－２の再掲）

継続

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

5

4

拡充

地域人材活用事業 継続

体験学習（小学生対
象）

3 川越市子ども会育成団
体連絡協議会活動

生きがい活動支援通所
事業

7

6

地域教育支
援課
（旧　生涯学
習課）

学校管理課

継続 高齢者いき
がい課

中央公民館

教育指導課

実施率
１７年度･･･９２％
１８年度･･･１００％
１９年度･･･９９％
２０年度･･･９９％
２１年度･･･１３０％
２２年度･･･１３６％
２３年度・・・２３１％
２４年度・・・９３．２％

特色ある学校づくりを推進していくため、指導体制を
整え、地域人材を活用し、多様な教育活動や体験活
動が展開できるようになった。
実施予定数･･･２２０回（５５校×４回）
実施数･･･２０５回
実施率･･･９３．２％

H22　１３公民館、１９講座
参加者延人数　3,475人
H23  １５公民館、１６講座
参加者延人数　3,541人
H24  １２公民館、３０講座
参加者延人数　3,144人

「生きる力」をはぐくむ野外教育プログラムなどの事業
を開催した。
１２公民館、３０講座
参加者延人数：３，１４４人
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H22 Ａ 再掲 再掲

H23 Ａ 再掲 再掲

H24 Ａ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

H22 Ａ 再掲 再掲

H23 Ａ 再掲 再掲

H24 Ａ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

H22 Ａ 再掲 再掲

H23 Ａ 再掲 再掲

H24 Ａ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

H22 Ａ 再掲 再掲

H23 Ａ 再掲 再掲

H24 Ａ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

H22 Ａ 3,100 2,903

H23 Ａ 3,000 2,794

H24 Ａ 3,000 3,299

H25 3,000

H26

計 12,100 8,996

 

１日かけてじっくり取り組めるプログ
ラムとし、今後も川越の歴史、民
俗、文化財等にかかわる内容で、
毎年数種類更新して実施していく。

今後も、プログラムを見直し、より
ニーズに合った内容を考えて実施し
ていきたい。また、土曜日だけでなく
日曜日の開催も行っていく。

今後も、昔のいろいろな遊びを体験
することを通して、当時の人々のくら
しや文化に親しむことを目的にプロ
グラムを組み、指導者として、市民
ボランティアの協力を得て実施して
いく。

今後も、夏季休業日を利用して博物
館に来館し、興味を持って取り組め
る内容を実施していく。

H２２　年３回
H２３　年３回
Ｈ２４　年３回

継続

継続

年間派遣件
数

１件

年３回

Ａ

年２２回

学校週５日制対応事業として、子どもに豊かな体験の
場を提供するため、藍染めや鎧の着装、お正月飾り
の作製等の体験を行った。毎月第二・三土曜日（８月
を除く）を中心に実施した。２４年度は、２２回実施

年２回

H２２　年２回
H２３　年２回

H２２　年３回
H２３　年２回
H２４　年３回

H２２　年２１回
H２３　年２２回
H２４　年２２回

11 昔の遊び
（２－（２）－１７の再掲）

12

継続

夏休み子ども体験
（２－（２）－１６の再掲）

8 継続

10

9 子ども博物館教室
（２－（２）－１５の再掲）

海外姉妹都市交流事
業

土曜子ども体験
（２－（２）－１４の再掲）

継続

年３回

博物館

博物館

博物館

博物館

国際文化交
流課
（H24年度まで：
文化振興課）
（計画策定時：
国際交流課）

年間派遣件数
 平成22年度　　1件
 平成23年度　　1件
 平成24年度　　1件

ドイツ・オッフェンバッハ市に中学生交流団を派遣し
た。
期間　8月21日～8月28日
参加者　市内中学3年生22名、引率3名

引き続き、海外姉妹都市へ市内中
学校代表22名を派遣する。
平成25年度派遣先
アメリカ・セーレム市Ａ

夏季休業日を活用して学校教育と連動した学習の場
として、ミニ灯籠作り、探検！となりのまちの博物館、
ミニ縄文土器を作ろうを行った。３回実施

子どもに博物館に親しんでもらうとともに、身近な川越
の歴史や文化財への理解や関心を深めるための学
習に取り組んだ。天候もよく3回すべて実施することが
できた。

昔のいろいろな遊びを体験することを通して、当時の
人々のくらしや文化に親しむことを目的にわなげやコ
マ回しやビーズを使ったアクセサリ－作り等の体験を
行った。　　　　２回実施

Ａ

Ａ

Ａ
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【網 掛 け】　 重点施策

 【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 ※再掲事業は予算額・決算額非表示

５－（５）　地域における子育て支援のネットワークづくり (単位：千円）

平成２４年度末 平成２４年度の事業実績

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 年度 進捗状況 予算額 決算額

H22 Ｂ 再掲 再掲

H23 Ｂ 再掲 再掲

H24 Ｂ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

H22 Ａ 再掲 再掲

H23 Ａ 再掲 再掲

H24 Ａ 再掲 再掲

H25 再掲

H26

計

 

H22 Ａ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ａ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

平成２５年度の方向性既存統計データ

こども育成
課
（H24年度まで：
保育課）

H26年度竣工予定の地域振興ふれ
あい拠点施設での子育て支援拠点
の新規開設を視野に入れて、事業
の拡充を図るとともに、既存の子育
て支援施設の支援内容の向上を図
る。

育児相談及び園庭開放の充実を図
る。

地域の親子へ園行事への参加の呼びかけ。園庭開
放。
育児サークル支援。
【３８箇所】

２５箇所

目標事業量

H22  公立20園
       法人13園     計33園で実施。
H23 公立20園
      法人17園      計37園で実施。
H24 公立20園
      法人18園      計38園で実施。

保育所による地域子育
て支援事業
（５－（１）－６の再掲）

3

地域子育て支援拠点事
業
（５－（１）－５の再掲）

拡充

№

子育てサークルへの出
前講座

拡充

事　　業　　名 目標

拡充2

1

所　管　課

こども育成
課
（H24年度まで：

保育課）

健康づくり支
援課

保育課

後期計画期間の事業実績

年々、子育てサークルが減尐してい
る中、活動しているサークルに出張
支援を行うことで、各家庭の育児不
安の解消や育児力の向上を図る。
法人子育て支援施設や保育園等関
係機関と連携して、新たな子育て
サークルへの支援を検討していく。

公民館等で活動する子育てサーク
ルからの依頼により、出前講座を実
施する。

Ａ

講座開催回数
H２２：７回４０６人
H２３：２回　４８人
Ｈ２４：５回　２０１人

H22 子育て支援センター（公立１箇
所、法人2箇所）
つどいの広場（公立1箇所、法人6箇
所）
計10箇所で実施。
H23 子育て支援センター（公立１箇
所、法人2箇所）
つどいの広場（公立1箇所、法人9箇
所）
計13箇所で実施。
H24 子育て支援センター（公立１箇
所、法人2箇所）
つどいの広場（公立1箇所、法人10
箇所）
計14箇所で実施。

Ｂ

子育て親子の交流の場の提供。育児相談。子育て講
座の開催。子育て情報の提供。
※子育て支援センター3箇所は公民館、公園等への
出張支援も行っている。
【14箇所】

Ａ

公民館、自治会館等で自主的に活動する子育てサー
クルからの育児相談、子育て講座等の依頼により、保
育士が出向き協力する。
サークル支援　33回

サークル支援　55回　1,156人
H24
サークル支援　33回　679人

Ａ

公民館等で活動する子育てサークルからの依頼によ
り、出前講座を実施した。
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H22 Ａ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ａ 2,447 2,331

H23 Ａ 2,385 2,385

H24 Ａ 2,445 2,357

H25 2,460

H26

計 9,737 7,073

 

H22 Ａ 50 145

H23 Ａ 77 153

H24 Ａ 53 145

H25 136

H26

計 316 443

 

H22 Ａ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

１９サロン

随時

継続

子育てサロン事業 継続

公民館は地域の学習拠点としての
機能があり、住民の集会その他の
公共的利用に供する。

6

子育てネットワーク事業

子育てサポーター養成
講座

7 拡充

5

4 子育てサークルへの施
設提供

継続

１講座

中央公民館

中央公民館

こども安全
課
（H24年度まで：
子育て支援課）

中央公民館

引き続き、前年度と同数程度の会
議を開催し、子育て支援体制の連
携を図る。

Ａ

Ａ

地域の子育てを支援する、子育て
サポーターを養成する講座を開催
する。

開催公民館
H22　１７公民館
H23　１７公民館
H24　１７公民館
サロン開催数
H22　２０サロン
H23　２１サロン
H24　２１サロン
サロン延開催数
H22　２９７回
H23　３１２回
H24　３１２回
参加者延人数
H22　13,327人
H23　13,600人
H24　12,408人

H22　２館、２講座、開催数１０回
参加者延人数：１６２人
H23　２館、２講座、開催数１１回
参加者延人数：１６９人
H24　３館、３講座、開催数１８回
参加者延人数：１８６人

乳幼児をもつ親が交流できる場を設け、コミュニケー
ションを促進し、子育ての孤立化を防ぐため、子育て
サロンの全市的展開をすすめた。
開催公民館：１７公民館
サロン開催数：２１サロン
サロン延開催数：３１２回
参加者延人数：１２，４０８人

Ａ

地域の子育てを支援する、子育てサポーターを養成
する講座を開催した。
３館、３講座、開催数１８回
参加者延人数：１８６人

乳幼児をもつ親が交流できる場を
設け、コミュニケーションを促進し、
子育ての孤立化を防ぐため、子育
てサロンの全市的展開をすすめる。

要保護児童対策地域協議会の実務者会議を子育て
支援ネットワークとして位置付け、子育て支援に関し
て連携を図った。
実務者会議　６回

H22　開催公民館：１７公民館、１分
室、1分館
年間利用件数：４７,０１４件
年間利用者：７７９,９７４人
H23　開催公民館：１７公民館、１分
室、１分館
年間利用件数：４７，５８６件
年間利用者：８８７，５９４人
H24　開催公民館：１７公民館、１分
室、１分館
年間利用件数：48,010件
年間利用者：778,731人

公民館は地域の学習拠点としての機能があり、住民
の集会その他の公共的利用に供した。
開催公民館：１７公民館、１分室、１分館
年間利用件数：48,010件
年間利用者：778,731人

Ｈ２２　実務者会議　　９回
Ｈ２３　実務者会議　　９回
Ｈ２４　実務者会議　　６回

Ａ
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H22 Ｂ ― ―

H23 Ｂ ― ―

H24 Ｂ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ｂ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ａ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ａ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ａ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ｂ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

教育指導課

中央公民館

健康づくり支
援課

子育て支援プロジェクト
チームの設置

新規 こども政策
課
こども安全
課
（H24年度まで：

子育て支援課）

こども育成
課
（H24年度まで：
青尐年課）

保育課

Ａ

関係機関と連携を図り、市として子育て事業の方向性
を検討した。

子育て支援プロジェクトチームにて関係機関との連絡
調整を図った。

Ａ

Ａ

子育て支援プロジェクトチームにて
関係機関との連絡調整を図る。

子育て支援に係る施策等で検討が
必要な事項については、随時、当プ
ロジェクトチームを開催して協議して
いく。

8

Ａ

子育て支援プロジェクトチームにて
関係機関との連絡調整を図る。

子育て支援プロジェクトチームにて関係機関との連絡
調整を図った。

年間１２回

子育て支援プロジェクトチームにて、関係機関との連
絡調整を図った。

H22：開催数　１回
H23：開催数　３回
H24：開催数　１回

Ａ

子育て支援プロジェクトチームにて
関係機関との連絡調整を図る。

子育て支援プロジェクトチームにて、関係機関との連
絡調整を図った。

プロジェクトチームで検討したメール配信については、
児童館情報を定期的に配信した。

子育て支援プロジェクトチームにて
関係機関との連絡調整を図る。

子育て支援事業の効果的な推進を図るため、子育て
体験学習事業や子育て情報誌、子育て支援情報の周
知方法等について協議した。

担当課や会議の役割、開催数など
を見直し、子育て支援に係る施策の
ほか、子ども・子育て新システムに
係る事項について協議していく。

H22：開催数　１回
H23：開催数　３回
H24：開催数　１回

Ｂ
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【網 掛 け】　 重点施策

 【進捗状況】　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 ※再掲事業は予算額・決算額非表示

５－（６）　子育て情報提供の充実 (単位：千円）
平成２４年度末 平成２４年度の事業実績

進捗状況 【目標事業量に対する実績値】 年度 進捗状況 予算額 決算額
H22 Ａ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ａ 300 300

H23 Ａ 1 ―

H24 Ａ ― ―

H25

H26

計 301 300

 

H22 Ａ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

H22 Ａ － －

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計

 

H22 Ａ ― ―

H23 Ａ ― ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 0 0

 

後期計画期間の事業実績
所　管　課

こども育成
課
（H24年度まで：

保育課）

こども育成
課
（H24年度まで：

保育課）

健康づくり支
援課

こども政策
課
（H24年度まで：

子育て支援課）

健康づくり支
援課

公民館等で活動する子育てサーク
ルからの依頼により、出前講座を実
施する。

講座開催回数
H２２：７回　４０６人
H２３：２回　　４８人
Ｈ２４：５回　２０１人

公民館等で活動する子育てサークルからの依頼によ
り、出前講座を実施した。

2 育児サークル支援 拡充

Ａ

Ａ

Ａ

目標事業量

H22　メール配信登録件数　800件
　　　　メール配信数　37件
　　　　情報誌　3,000冊配布
H23　メール配信登録件数　978件
　　　　メール配信数　114件
　　　　情報誌　5,100冊配布
H24　メール配信登録件数　1,031件
　　　　メール配信数　124件
　　　　情報誌　6,500冊配布

既存統計データ

毎月、子育て情報紙「子育てわくわく」を1,300部発行
し、公民館等へ配布した。講座情報も広報への掲載、
チラシ配布を行うことで、定期的な情報提供に努め
た。
子育て情報紙、施設一覧のホームページ掲載に加
え、携帯への配信サービス、モバイルサイト掲載も実
施し、より幅広い情報提供を行った。

1 子育て情報コーナーや、市のＨＰ及びモバイルサイト
の「子育て支援のページ」を整備して知りたい情報を
簡単に取得できるように努めるとともに、メール配信
サービスで登録者が必要とする情報を積極的に配信
した。登録件数１，０３１件。配信数１２４件。
各施策、各相談窓口など出産や子育てに関する情報
を幅広く掲載した子育て情報誌「こえどちゃん」を発行
して、母子手帳交付時、中学生以下のいる世帯の転
入手続き時、そのほか希望者に配布し、情報提供の
推進を図った。

育児情報発信活動 拡充

Ａ

目標事　　業　　名№

引き続き、広報、ホームページの活
用、乳幼児健診や相談、訪問指導
等の事業において情報提供を行っ
ていく。

広報、ホームページの活用、乳幼児健診や相談、訪
問指導等の事業において情報提供を行うとともに、子
育て情報誌に母子保健情報のコーナーを設けてもら
い、情報を発信した。Ａ

子育て情報紙、講座情報等の提供

平成２５年度の方向性

情報誌については増刷して、より多
くの方にご覧いただけるようにする
とともに電子ブック化してパソコン、
スマートフォンからも閲覧しやすい
環境を作る。
ＨＰ、モバイルサイト、メール配信等
を活用し、子育て支援サービスのメ
ニューや手続方法の周知を図って
いく。
また、子育てに関する行政サービス
等をより「わかりやすく」「探しやす
い」情報とするために子育て応援Ｗ
ＥＢサイトを官民協働事業により作
成する。

H22 川越子育て情報誌　2,800部作
成。
子育て情報紙　年12回　1,300部発
行。
H23 子育て情報紙　年12回　1,300
部発行。
H24 子育て情報紙　年12回　1,300
部発行。

年々、育児サークルが減尐している
中、活動しているサークルに出張支
援を行うことで、各家庭の育児不安
の解消や育児力の向上を図る。
法人子育て支援施設や保育園等関
係機関と連携して、新たな子育て
サークルへの支援を検討していく。

子育て情報誌にサークル紹介を掲載。サークル交流
会を開催し、サークル間の交流を支援した。また、
サークル状況調査を実施し、育児サークルの状況把
握と支援センターの支援内容の情報提供に努めた。
内容～手遊び、親子遊び、製作、ミニ勉強会等
育児サークル支援　33回、サークル交流会　1回

H22 育児サークル支援　52回、
1,278人
サークル交流会　1回、12サークル
H23 育児サークル支援　55回、
1,156人
サークル交流会　1回、8サークル
H24 育児サークル支援　33回、679
人
サークル交流会　1回、10サークル
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H22 Ａ 226 95

H23 Ａ 404 403

H24 Ａ 625 625

H25 1,137

H26

計 2,392 1,123

 

H22 Ａ 95 95

H23 Ａ 95 ―

H24 Ａ ― ―

H25 ―

H26

計 190 95

 

H22 Ａ 125 139

H23 Ａ 125 203

H24 Ａ 117 98

H25 －

H26

計 367 440

 

中央公民館

健康づくり支
援課

こども政策
課
（H24年度まで：

子育て支援課）

市民活動団体との協働事業として
子育て中の方の意見等を取り入れ
て内容作成し、有料広告を掲載して
充実した情報誌を効率よく作成す
る。
また、母子手帳交付時、未就学児
世帯の転入手続き時、そのほか希
望者に情報誌を配布するとともに、
電子ブック化して閲覧しやすい環境
整備に努める。

Ａ

子育てガイドマップの作成を通して、親たちに仲間作
りの場を提供し、育児に関する地域の情報をまとめ、
市民に提供する子育てガイドマップ作成講座を開催し
た。
１公民館、１講座　参加者延人数　１１３人
年間発行部数６,５００部

育児に関する地域の情報をまとめ
る、子育てガイドマップ作成講座を
開催する。
なお、平成２５年度からは、こども政
策課の事業となる。

H22　１公民館、１講座
参加者延人数　２５６人
年間発行部数　６,０００部
H23  １公民館、１講座
参加者延人数　２８０人
年間発行部数　５,１００部
H24  １公民館、１講座
参加者延人数　１１３人
年間発行部数　６,５００部

情報誌「こえどちゃん」
H22  H22配布 3,000冊
        H23配布用作成 3,000冊
H23  H23配布用追加作成 2,100冊
        H23配布 5,100冊
        H24配布用作成 6,500冊
H24  H24配布 6,500冊
        H25配布用作成 7,000冊

年間発行部
数

６，０００部

乳幼児健診や訪問の際に情報誌の
活用し情報提供を行う。

中央公民館の講座において育児に関してまとめた情
報をベースにした子育て情報誌「こえどちゃん」の原版
に有料広告を掲載し、新たな収入を確保することで充
実した情報誌を効率よく作成した。
また、母子手帳交付時、未就学児世帯の転入手続き
時、そのほか希望者に情報誌を配布するとともに、電
子ブック化して閲覧しやすい環境整備に努めた。

子育て情報誌に母子保健情報のコーナーを設けても
らい、事業の情報提供を図った。また、乳幼児健診や
訪問の際に情報誌を活用し情報提供を行った。
　平成２３年度より「こえどちゃん」を母子健康手帳と併
せて配布するようになったため、新生児訪問・こんにち
は赤ちゃん訪問時での配付を終了とした。

Ａ

3 市民との協働による子
育て情報誌

新規

Ａ
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